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行政改革特集

行政改革大綱まとまる 区
政
の
簡
素
化
と
効
率
化
で

区
民
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
ま
す

区
で
は
、
昭
和
6
1年
度
か
ら
6
3年
度
ま
で
の
3
年
間
で
実
施

す
る
行
政
改
革
の
内
容
を
、
行
政
改
革
大
綱
と
し
て
定
め
ま
し

た
。
こ
の
大
綱
は
、
区
長
を
本
部
長
と
す
る
「
行
政
改
革
推
進

本
部
」
が
作
成
し
た
原
案
を
も
と
に
、学
識
経
験
者
、区
民
代
喪

者
に
よ
る
「
行
政
改
革
懇
談
会
」の
意
見
を
聞
き
、さ
ら
に
、区
議

会
の
「
行
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」の
奮
議
を
経
て
決
定
さ
れ

ま
し
た
。今
後
は
。こ
の
2
つ
の
組
織
を
中
心
に
、
議
会
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱

策
定
ま
で
の
動
き

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
改

革
は
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申

を
尊
璽
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

昨
年
末
、
政
府
は
「
行
政
改
革

の
推
進
に
関
す
る
当
面
の
実
施
方

針
」の
中
で
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
「
庄
民
忝
加
の
下
に
地
方

行
政
改
革
の
体
制
を
整
備
し
、
新

た
な
時
代
に
即
に
し
た
行
政
運
営

の
厘
立
に
努
め
る
」よ
う
指
摘
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
自
冶
省
は
、
地

方
公
共
団
体
の
行
政
改
革
の
指
針

と
な
る
『
地
方
行
革
大
綱
』を
作

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
大
綱
の

趣
旨
に
そ
っ
て
各
地
方
公
共
団
体

が
行
政
改
革
大
綱
を
作
り
、
行
政

改
革
を
推
進
す
る
よ
う
求
め
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
が
け
て
、
2
3

区
の
区
長
で
つ
く
ら
れ
る
特
別
区

長
会
で
は
、
国
・
地
方
の
行
政
改

革
の
勳
き
や
、
都
区
制
度
の
改
革

な
ど
を
考
え
な
が
ら
。
2
3区
が
共

通
す
る
当
面
の
緊
急
で
堕
要
な
課

題
に
つ
い
て
「
行
政
改
革
の
推
進

目
憬
」
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、区

は
、
今
年
の
9
月
に
行
政
改
革
大

綱
を
つ
く
り
ま
し
た
。

区
が
取
り
組
ん
だ

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革

に
は
、
2
1世
紀
に
向
け
て
「
調

和
の
と
れ
た
庄
み
よ
い
足
立
」
を

実
現
す
る
た
め
、
昭
和
5
3年
に
圦

本
礪
想
を
作
り
、
そ
れ
に
そ
っ
た

棊
本
計
跼
と
実
施
計
回
に
よ
っ
て

仕
李
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。そ

れ
と
あ
わ
せ
て

、
次
の
よ
う

な
行
政
改
輩
を
行
つ
て
き
ま
し

た
。事

務
事
業
の
見
直
し

昭
和
4
9年
の
都
か
ら
の
大
嵋
な

事
務
事
業
の
移
管
を
機
会
に
、
行

財
政
検
討
委
M
会
を
設
け
、
亊
務

乎
業
の
総
点
怏
を
行
っ
て
い
ま

す
。次

た
、
昭
和
5
6年
以
降
、
予
算

編
成
時
に
、
区
の
全
事
務
事
業
を
3

年
ご
と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

事
務
の
O
A
化

昭
和
翦
年
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
導
入
し
て
か
ら
毎
年
適
用
業
務

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。

来
年
4
月
か
ら
は
、本
庁
舎
と

区
民
事
務
所
(
現
在
の
出
張
所
を

改
め
た
も
の
)
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し

、
住
民
票
、
戸
裲
、
印
か
ん

証
明

、
課
税
証
明
な
ど
聚
万
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
処
理
し
、
ど
こ
の
区

民
亊
務
所
で
も
各
種
証
明
を
と
れ

る
体
制
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
ワ
ー
ド
ブ
ロ
セ
ッ
サ
を
導
入
し

た
亭
務
処
理
を
行
つ
て
い
ま
す
。

公
社
の
設
立

昭
和
5
8年
1
0月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
杠
を
設
立
。

区
の
施
設
を
公
社
に
委
託
し
て
、

施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。事

務
事
業
の
民
間
委
託

住
区
施
設
、
公
園
、
児
章
遊
園

な
ど
の
管
理
を
地
元
の
方
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に

、授
産
場
、軽
費
老
人
ホ

ー
ム
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
業
務
、
林
間
学
園
。

生
活
実
習
所
、
福
祉
限
業
所
な
ど

の
給
食
、
ま
た
タ
イ
プ
業
務
、

巡
回
入
浴
事
業
、
施
設
の
盾
掃
や

設
備
管
理
な
ど
を
民
聞
委
託
し
て

い
ま
す
。

組
織
機
構
と
定
員
管
理

組
啾
に
つ
い
て
は
、
政
策
課
嘔

を
効
素
的
に
達
成
す
る
た
め
に
見

直
し
を
行
つ
て
き
て
い
ま
す
。

職
囘
の
定
貝
に
つ
い
て
は
、
組

織
・
事
務
亊
業
の
見
匱
し
、
再
配

蹶
、
組
戦
間
の
弾
力
的
な
運
用
等

を
は
か
り
な
が
ら
、
職
貝
の
増
加

を
お
さ
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
昭
和
5
3
年
度
か
ら
6
0
年
度
の

3
年
閧
で
3
4
6
人
(
5
・
9
%
)
を

削
減
し
ま
し
た
。

給
与
等
の
適
正
化

2
3区
が
続
一
し
て
退
職
金
や
手

当
な
ど
に
つ
い
て
の
笵
直
し
を
実

施
し
て
癶
ま
し
た

。

受
益
者
負
担
の
適
正
化

自
転
車
駐
車
場
の
有
料
化
や
使

用
料
の
3

年
ご
と
の
見
直
し
、
学

童
保
弯
室
保
護
者
負
扣
釡
の
見
匱

し
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
政
改
革

6
1
～

6
3
年
度

の
改

革

に
つ

い
て

昭
和
6
1
年
度
か
ら
6
3
年
度
ま
で

に
行
う
行
政
改
革
の
内
容
に
つ
い

て
、
考
え
方
を
説
明
し
ま
す
。
(
只

体
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
2
面

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
兒

出
し
番
兮
と
表
の
番
吁
は
T
致
し

ま
す
)
。

(
1
)
事
務
事
業
の
民
間
等
へ
の
委
託

K
が
行
つ
て
い
る
嘔
務
事
業
や

施
設
の
管
理
通
営
の
巾
で
、
民

問
活
力
を
取
り
入
れ
た
方
が
庄
民

サ
ー
ヒ
ス
向
上
の
而
で
有
効
な
も

の
が
あ
り
ま
す

こ
う
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
民
閧
や
僅
民
団
体

等
に
委
託
し
て
俥
力
的
な
邏
営
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

例
え
ぱ
、
住
区
施
設
の
地
元
自

主
管
理
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
杠
へ
の
事
業
委
託
な

ど
で
す
。
こ
の
結
粱
、
経
費
の
節

蔵
と
人
貝
の
削
減
が
可
能
に
な

り
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
委
託
可
能
な
事
務

亊
業
に
つ
い
て
は
、
区
の
適
正
な

管
理
監
督
の
も
と
に
行
政
貴
任
の

厦
保
、
効
率
的
な
行
政
屬
営

。
庄

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
の
問
題
を

考
慮
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
民
間

委
託
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

(
2
)事
務
処
理
の
O
A

化

最
近
の
0

Λ
化
を
は
じ
め
、
高

麑
惴
報
処
理
技
術
の
発
達
は
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
昭
和
4
7年
か
ら
コ
ン

ヒ
ュ
ー
タ
等
O
A

機
器
を
積
樺
的

に
導
入
し
、
有
効
活
用
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

同
時
に
、
電
子
計
算
機
に
か
か

わ
る
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

は
、
条
例
を
定
め
、
区
民
の
基
本

的
人
権
を
守
り
な
が
ら
事
務
の
効

率
化
と
庄
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
し
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

来
年
4
月
の
、
中
央
本
町
庁
舎

の
完
改
に
と
も
な
い
、
コ
ン
ビ
ュ

ー
タ
の
利
用
度
を
大
嵋
に
高
め

て

、
名
槞
窓
凵
亊
秘
の
改
善
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
植
唖
的
に

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

(
3
)事
務
処
理
の
簡
素
化
・
合
理
化

事
務
処
理
の
簡
素
化
、
効
率
化

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
常
に

見
直
し
を
行
い
、財
務
会
計
事
務
、

契
約
亊
務
、
文
肅
管
理
の
改
善
な

ど
を
行
つ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
出
張
所
を
X
民
亊
務

所
へ
と
曜
祠
整
備
し
、
幸£

各
種

窓
囗
事
楊
の
続
劭
を
行
う
な
ど
、

庄
民
サ
ー
ヒ
ス
の

。層
の
向
h
に

努
勾
し
ま
す
。

事
郤
処
即
に
あ
た
っ
て
は
、法
脱

万
能
主
義
、
前
叭
踏
襲
主
義
な
ど

の
指
摘
を
受
け
な
い
よ
う
に
職
貝

の
意
識
改
革
を
行
い
、
今
唆
と
も

箏
務
処
理
の
簡
素
化
、
向
理
化
を

推
進
し
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課

ま
で

。

行
政
改
革
の
目
的

行
政
改
革
の
目
的
は
、
行
政
を

と
り
ま
く
杠
会
的
経
済
的
環
境
が

大
き
く
蒭
わ
っ
て
い
く
中
で
、
行

政
の
体
筴
を
、
区
民
福
祉
向
上
に

む
け
た
い
ろ
い
ろ
な
課
噸
を
解
決

で
き
る
よ
う
に
転
換
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

行
政
は
、
高
度

経
済
成
長
の
と
き

に
、豊
か
な
税
金
収
入
に
よ
っ
て
、

仕
事
の
範
囲
を
大
き
く
広
げ
た

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
高
め
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
。
経
済
が
低
吸
長
に

移
っ
て
豊
か
な
悦
金
収
入
が
な
ぐ

な
り
、
一
方
で
は
、
高
齡
化
杠
会

を
廼
え
て
。
行
政
が
新
し
く
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
も

ふ
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
行
政
の
体
質

を
作
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
行
政
改
革
で
す
。

そ
の
方
法
と
し
气

ひ
と
つ
に

は
、
行
政
が
行
う
仕
事
の
範
囲
の

見
直
し
と
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
の
倹

討
(
行
政
の
簡
素
化
)
、2
つ
に

は
、サ
ー
ビ
ス
を
行
う
行
政
の
仕

組
み
の
検
討
(
行
政
の
効
羣
化
)

か
人
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

簡
素
化
の
内
容
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
範
囲
の
絽
小
、
サ
ー
ビ
ス
水
凖

の
引
き
下
け
、
特

定
サ
ー
ビ
ス
の
負

袒
の
引
き
上
げ
な

と
で
す
『

幼
率
化
の
内
容
で
は
、
組
織
・

機
構
の
廃
止
や
縮
小
、
職
貝
の
削

減
、
給
与
の
適
正
化

。
事
業
の
民

閾
委
託
の
推
進
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

一都の図書館では、オフ ィスコンピ ュータを 利
用し。 スムーズな貸し出し業務を行 ってい ます。

公社施般では。夜間も開館し、各種ス
ポーツ・文化事業を開催しています。

自転車駐車場の有料化をすすめ、皆さ
んに適正な負担をお願いしています。

行政改革懇 談会委員 名簿
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く
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身
軽
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す

(
4
)
使
用
料
等
の
見
直
し

区
か
行
っ
て
い
る
各
櫓
の
事
務

亊
業
の
中
に
は
。庄
民
全
体
を
対

象
芦
}
y
る
も
の
と
、特
定
の
住
民

が
特
別
に
利
茲
を
受
け
る
も
の
と

が
あ
り
ま
す
。

特
定
の
住
民
が
特
別
に
利
益
を

受
け
る
よ
う
な
事
務
亭
業
に
つ
い

て
は
、
そ
の
辱
吁
る
利
益
の
程
度

‘

に
応
じ
て
経
費
の
相
当
邵
分
を
そ

の
住
民
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
の

が
、
住
民
相
互
間
の
公
平
を
確
保

す
る
と
い
う
意
秣
か
ら
も
必
要
で

す
。区

は
、
昭
和
5
1年
以
降
、
使
用

料
、
手
数
料
等
に
つ
い
て
適
正
な

受
益
者
負
担
鷽
は
か
る
た
め
積
極

的
な
見
匱
し
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
气
3

年
毎

に
見
匱
し
て
い
き
ま
す
。

(
5
)
事
務
事
業
の
廃
止

自
治
体
の
行
政
改
革
は
、行
政

の
サ
ー
ビ
ス
範
囲
を
ど
う
考
え
る

か
、
と
い
う
'
』
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
り
ま
す
。

高
度
経
済
虞
長
期
の
よ
う
に
、

税
の
自
然
増
収
が
豊
富
で
あ
っ
た

時
代
に
は
、
行
政
は
サ
ー
ビ
ス
範

囲
を
拡
大
し
て
ゆ
き
、そ
の
結
果
。

「
行
政
の
肥
大
化
」
と
い
う
現
象

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
抒
政
、
個
人
、
地
域

の
鷽
け
も
つ
役
割
分
袒
産
叨
確
に

し
、「
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
範
囲
」
を

見
匱
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

同
時
に
、
行
政
が
真
に
責
任
を

持
つ
分
野
の
再
点
検
を
進
め

。
新

し
い
時
代
の
要
誚
に
合
わ
な
い
不

要
な
亊
務
事
業
は
廃
止
し
て
い
き

ま
す
。

(
6
)
施
設
の
管
理
の
合
理
化

集
会
施
設
や
公
園
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
や
地
元

住
民
の
自
主
眥
理
の
方
が
サ
ー
ビ

ス
の
公
平
性
と
行
政
効
果
が
み
こ

ま
れ
る
場
合
に
は
、
積
極
的
に
そ

の
方
法
を
韋
め
る
ぺ
き
で
あ
る
と

考
又
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん

、
区
の
施
設
の
住
民

管
理
は
基
本
的
に
区
民
の
自
発
的

な
参
加
と
活
勣
を
待
っ
て
行
う
ぺ

き
も
の
な
の
で

、
今
唆
も
区
民
の

立
場
に
立
っ
て
住
民
自
主
眥
理
化

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

(
7
)
施
設
の
有
効
利
用

区
が
設
置
し
た
各
種
の
施
設

は
、
本
来
の
目
的
ど
お
り
有
効
に

活
用
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
う
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し

、
な
が
に
は
時
の
経
過

に
よ
り
本
来
の
用
途
以
外
に
便
用

さ
れ
る
も
の
が
で
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
正
し
い
あ
り
方

を
考
え
る
必
要
か
あ
り
奪
T

。

例
え
ぱ
、
下
水
逎
の
整
橢
に

と
も
な
い
不
麥
と
な
る
排
水
場

な
ど
の
有
効
利
用
を
は
か
る
た

め
、そ
の
建
物
を
倉
應
と
し
た
り
、

敷
地
を
親
水
公
園
や
雨
水
の
貯
留

施
設
に
転
用
す
る
な
ど
検
討
し
て

い
ま
す
。

(
8
)
紿
与
等
の
適
正
化

国
聚
t
回
る
退
職
手
当
や
特
殊

動
務
手
当
に
つ
い
て
厳
し
い
批
判

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
殊
動
務
手
当
は
、
い
ち
じ
る

し
く
危
険
、不
快
、
不
健
康
、
ま

た
は
困
雁
な
職
務
に
従
事
す
る
職

飩
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。し

か
し
、
当
初
の
理
由
づ
け
や

必
齊
性
が
薄
れ
て
い
る
も
の
も
で

て
き
て
お
り
、
全
般
的
な
見
匱
し

を
行
い
ま
す
。

(
9
)
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
と
合
理

化

自
治
体
の
組
餓
・
機
構
は
、
行

政
需
要
の
変
化
の
中
で
、復
雑
、

専
門
化
し
て
寺
豕
し
た
。

特
に
高
度
成
長
時
代
に
は
、
新

し
い
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
の
組
鎭
の
新
設
・
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
組
畝
の
肥
大
化
を
書
ね
き

ま
し
た
。

区
は
。
組
鑞
・
機
構
の
簡
素
化

と
合
理
化
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、さ
ら
に
適
正
な
も
の
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
声
汳
す
。

(
1
0
)
審
議
会
等
の
整
理
統
合

審
躡
会
等
に
つ
い
て
は
、
法
令

に
基
づ
く
も
の
と
棊
つ
か
な
い
も

の
と
の
2
櫁
類
が
あ
り
求
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
実
哢
に

応
じ
た
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
兒
直
し
を
行

い
、
統
廃
合
、
委
員
の
数
の
適
正

化
、
運
営
の
改
善
な
ど
を
行
つ
て

い
去
汞

す
。

(
1
1
)
定
員
管
理
の
週
正
化

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
に
は
、
職
貝
定

数
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、
研
修
の
充
実
、

人
事
管
理
の
適
正
化
、
中
・
長

期
的
観
点
に
立
つ
た
採
用
計
圃

等
を
考
鳳
に
入
れ
な
が
ら
。定

與
管
理
の
適
正
化
を
は
か
っ
て

い
き
ま
す
。

昭和61～63年度の改革事項
( 1) 事務事業の民間等への委托

( 2) 事務処理のOA化

( 3) 事務処理の簡素化・合理化

( 4) 使用料等の見直し

( 5) 事務事業の廃上

( 6) 施設の管理の合理化

( 7) 施設の有効利用

( 8) 給与等の適正化

( 9) 組織・機構の簡素化と合理化

( 10) 審議会等の整理統合

( 11) 定員管理の適正化

事務 事l の兇1直し、民闖1 への委託 事碍処理のOA 化、組巓の統合およぴ労携系職貝の退襴不櫨充雰により、昭枷1 年嗄を初年l とする大繝釐定喇闕に341人を劃滅する。

住区施般の管理運宮委員会です。住民自主管理
を通してコミュニティの輪が広がっています。


